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明治大学国際交流基金事業特別講義 
Special Lectures for the International Exchange Fund, Meiji University 

 本講義では，清代天山南路地区（文献中では「回疆」と称される）における法律・制
度研究の諸相について御講義いただきます。中国の辺境地区は，中原地区と古代より政
治・経済・文化・法制など様々な面で密接な関係を持ちつつ，特徴的な発展を遂げてき
ました。清代の天山南路地区における法律・制度の歴史的変遷を探り，その特徴を清朝
の法律や地方のイスラム教の法律と比較検討していきます。 

清代天山南路地区における 
法律制度の研究 

《清代天山南路地区法律制度研究》 

２０１６年６月２１日（火） 
１５:００～１７:００ 

明治大学駿河台キャンパスグローバルフロントＣ５会議室（１７階） 

王東平教授は，中国史・法制史及びイスラム学を修得し，清代天
山南路地区における法律制度の研究を起点として研究を続けてこ
られました。明清時代のムスリム社会の法律や文化・経済政策に
ついて，『明清西域史与回族史論稿』『清代回疆法律制度研究』
を上梓されています。近年，イスラム碑刻資料や海外所蔵の清代
檔案，少数民族資料などを活用して，新たな時代像を構築されて
いらっしゃいます。 


